
リ
ニ
ア
新
幹
線
工
事
は
、
全

体
の
約
８
割
が
ト
ン
ネ
ル
工
事

で
、
長
野
工
区
だ
け
で
も
何
と

約
９
７
４
万
立
米
の
残
土
が
発

生
す
る
と
言
わ
れ
、
同
工
区
で

最
盛
期
に
は
約
３
３
０
０
台
以

上
の
ダ
ン
プ
が
稼
働
す
る
と
想

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

地
元
で
は
、
ダ
ン
プ
の
過
積
載

等
に
よ
る
交
通
事
故
や
、
無
理

な
走
行
で
土
煙
な
ど
環
境
破
壊

が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

長
野
工
区
の
う
ち
約
６
割
の

東
側
部
分
を
Ｊ
Ｒ
東
海
が
直
接

発
注
し
、
鹿
島
建
設
を
代
表
と

す
る
共
同
企
業
体
と
2
月
に
請

負
契
約
を
締
結
。
残
り
４
割
の

西
側
を
Ｊ
Ｒ
東
海
か
ら
委
託
を

受
け
た
鉄
道
運
輸
機
構
が
、
こ

れ
か
ら
発
注
す
る
予
定
で
す
。

こ
の
間
に
行
わ
れ
た
、
Ｊ
Ｒ

東
海
・
運
輸
機
構
・
鹿
島
建
設

に
対
す
る
組
合
の
要
請
項
目
は

次
の
と
お
り
で
す
。

①
道
路
交
通
法
・
ダ
ン
プ
カ
ー

規
制
法
等
の
法
令
順
守
。

②
ダ
ン
プ
カ
ー
規
制
法
等
に
基

づ
く
建
交
労
組
合
員
ダ
ン
プ
の

使
用
促
進
。

③
ダ
ン
プ
の
常
用
単
価
は
直
行

費
４
万
９
千
以
上
保
証
。

④
建
退
共
証
紙
を
就
労
日
数
に

応
じ
て
ダ
ン
プ
に
も
貼
付
す
る
。

こ
の
要
請
に
対
し
、
Ｊ
Ｒ
東

海
・
運
輸
機
構
・
鹿
島
建
設
は

①
、
②
、
④
に
つ
い
て
は
承
諾

し
ま
し
た
。
し
か
し
③
の
単
価

に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
東
海
・
運

輸
機
構
は
「
民
民
契
約
、
強
制

は
で
き
な
い
」
と
い
う
回
答
。

鹿
島
建
設
は
「
リ
ニ
ア
は
民
間

工
事
で
請
負
単
価
も
厳
し
い
。

燃
料
も
下
が
っ
て
き
て
い
る
。

現
状
無
理
」
と
の
回
答
。

今
後
の
日
程
に
つ
い
て
鹿
島

建
設
は
、
本
格
的
に
掘
り
始
め

る
の
は
１
年
半
後
。
現
場
事
務

所
設
置
も
年
内
無
理
と
の
見
通

し
を
表
明
し
ま
し
た
。
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全日本建設交運一般労働組合群馬県本部

〒371-0023 （略称・建交労群馬県本部）

群馬県前橋市本町3-11-12 TEL:027-223-0007

FAX:027-223-9966 e-mail:ctg-g@nifty.com

群馬県本部・第17回県本部委員会を４月３日

（日）午前９時から、前橋市総合福祉会館で開催し

ました。金子副委員長の開会あいさつのあと、委員

会議長に学童保育支部の有川委員を選出。つづいて

藤嶋県本部委員長はあいさつで「参院選勝利し政治

を変えよう。戦争法廃止、原発再稼働阻止、大幅賃

上げ実現に向け奮闘しよう！」と呼びかけました。

討論で、ダンプ代議員は「仕事が少ない今、単価

引上げが重要。使用促進でがんばる」、事業団代議

員は「前橋市の入札で単価を引き上げて仕事確保し

た」、トラック代議員は「燃料が下がって少し良く

なった」、測量代議員は「社員募集のために夏季一

時金を１ヶ月出すことになった」、学童保育の代議

員は「処遇改善事業の関係で、自治体ごとにアンバ

ランスが。勤続４０年で２５万円を改善したい」。

この委員会で、７月の参院選の前哨戦と言われて

いる衆議院北海道５区の補選（４月１２日告示）へ

のカンパが９千20円集まりました。

群
馬
ダ
ン
プ
支
部
は
、
隣
県
の

長
野
ダ
ン
プ
支
部
と
共
闘
し
て
、

リ
ニ
ア
新
幹
線
長
野
工
事
の
使
用

促
進
闘
争
に
取
り
組
む
こ
と
を
支

部
執
行
委
員
会
で
決
定
し
、
両
支

部
の
代
表
者
は
「
ダ
ン
プ
の
交
通

安
全
実
現
、
適
正
単
価
の
雇
用
実

現
」
な
ど
を
求
め
る
要
請
書
を
持
っ

て
、
３
月
４
日
の
Ｊ
Ｒ
東
海
リ
ニ

ア
長
野
新
幹
線
工
事
事
務
所
要
請

を
皮
切
り
に
、
同
月
５
日
に
元
請

を
リ
ニ
ア
新
幹
線
長
野
工
区
の
元

請
Ｊ
Ｖ
代
表
の
鹿
島
建
設
関
東
支

店
へ
、
同
月
６
日
に
鉄
道
運
輸
機

構
関
東
甲
工
事
局
へ
と
要
請
行
動

を
開
始
し
ま
し
た
。

長野ダンプと群馬ダンプが共闘

リニア新幹線工区(974万㎥）
使用促進闘争に取り組み開始

「事業用のトラックを買

い替えたい」「ダンプを買っ

て新たに始めたい」そうした

場合の資金はどうしたら良い

の？

そうした時は、国や県の公的

融資制度の活用をおすすめしま

す。「手続きが難しそう」大丈

夫です。組合が手続きのお手伝

第１７回県本部委員会を開催
戦争法廃止！参院選勝利！

Ｊ
Ｒ
東
海
・
運
輸
機

構
・
鹿
島
が
法
令
順

守
、
使
用
促
進
明
言

建築・ダンプ
組合員のみなさん

国や県などの
公的融資の活用を
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★

紹
介
者
に
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
進
呈
★

Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号

02
7-
22
3-
99
66

組
合

員
拡
大

対
象

者
紹

介
カ

ー
ド

拡
大

対
象
者
氏

名

住
所

携
帯

電
話

固
定

電
話

Ｆ
Ａ

Ｘ

業
種

建
設

（
工

事
）

ダ
ン

プ

運
送

測
量

学
童

保
育

そ
の

他
（

）

摘
要

紹
介
者

氏
名

群
馬
県
本
部
は
富
岡
部
会
幹
事
の

応
援
を
得
て
、
3
月
２
７
日
に
利
根

沼
田
文
化
会
館
で
労
災
職
業
病
健
康

相
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

1
月
初
旬
に
沼
田
市
と
そ
の
近
隣

3
町
村
に
出
向
き
、
広
報
へ
の
掲
載

と
回
覧
板
へ
の
チ
ラ
シ
折
り
込
み
を

依
頼
し
ま
し
た
。
4
市
町
村
と
も
無

料
で
承
諾
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

広
報
配
布
か
ら
間
も
な
い
3
月
１

１
日
、
組
合
事
務
所
に
ア
ル
バ
イ
ト

中
の
怪
我
で
休
業
中
と
い
う
方
か
ら

の
相
談
と
、
相
談
会
当
日
は
、
「
ア

ス
ベ
ス
ト
吹
付
け
の
現
場
で
左
官
の

仕
事
を
し
て
い
た
。
最
近
咳
を
す
る

よ
う
に
な
っ
て
心
配
」
と
い
う
左
官

業
４
０
年
の
方
が
来
ら
れ
ま
し
た
。

職
歴
に
つ
い
て
思
い
出
す
の
は
大
変

そ
う
で
し
た
が
、
一
度
検
診
受
け
る

よ
う
奨
め
ま
し
た
。
、
ま
た
受
診
の

際
は
付
き
添
う
旨
伝
え
る
と
「
何
か

あ
っ
た
と
き
は
電
話
し
て
も
良
い
で

す
か
」
と
安
心
し
た
様
子
で
し
た
。

今
回
は
ト
ン
ネ
ル
労
働
者
か
ら
の

相
談
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
Ｇ
Ｗ

前
で
休
み
が
入
ら
ず
、
帰
省
し
て
い

な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
今
後
は
Ｇ

Ｗ
、
夏
季
、
冬
季
の
長
期
間
の
休
み

の
と
き
に
行
っ
た
ら
ど
う
か
、
ま
た

建
退
共
な
ど
に
つ
い
て
も
知
ら
せ
て

も
良
か
っ
た
等
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

そ
の
他
、
相
続
に
関
す
る
相
談
が
1

件
あ
り
ま
し
た
。

建
築
支
部
の
組
合
員
が
中
心
と
な
っ

て
結
成
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
建
築
工
事
連
絡

協
議
会
が
、
前
橋
市
の
市
民
提
案
型

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業
に
提
案
し

て
い
た
「
高
齢
者
等
の
住
居
安
全
対

策
事
業
」
が
、
最
終
の
第
２
次
審
査

に
残
っ
た
９
事
業
の
中
で
、
見
事
第

２
位
で
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業
者

に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
「
市
の
公
報
や
回
覧

板
を
通
し
て
市
民
に
事
業
内
容
を
知

ら
せ
、
高
齢
者
世
帯
等
の
住
居
に
、

火
災
報
知
器
や
家
具
転
倒
防
止
器
具

を
手
間
賃
無
料
で
取
り
付
け
る
と
い

う
も
の
」
で
、
今
後
前
橋
市
の
担
当

課
と
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
、
年
間
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
立
て
、
事
業
を
す
す

め
て
ゆ
き
ま
す
。

労
職
Ｇ
が
沼
田
市
な
ど
自
治
体

の
協
力
で
健
康
相
談
会
を
開
催

Ｎ
Ｐ
Ｏ
建
築
工
事
連

絡
協
議
会
が
前
橋
市

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
事
業
者
に
決
定


